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福

満

正

博

著
者

ハ
ナ
ン
氏
は
、
本
書
の
出
版
以
前
に

「三
言
」
に
關
し
て
次
の
よ
う
な
論
文
を
護
表
し
て
い
る
。
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本
書
は
、
こ
れ
ら
の
論
文
の
ま
と
め
で
は
な
く
、
そ
の
成
果
を
も
と
に
し
な
が
ら
も
遙
か
に
深
く
膣
系
的
に
論
究
を
進
め
た
書
き
下

ろ

し
の
研
究
書
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の
序
章
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

何
世
代
に
も
亘
る
研
究
者
が
、
い
か
に
し
て
こ
の
大
量
の
文
献

(話
本

の
こ
と
)
の
成
立
時
代
を
判
定
す
る
か
と
い
う
問
題
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
…
…
成
立
時
代
考
謹
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
こ
の
ジ
ャ
ソ
ル
を
歴
史
的
に
見
る
こ

と

も

で
き

ず
・
そ
の
襲
展
の
跡
を
辿
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
ま
し
て
ど
の
よ
う
な
社
會
層
が
關
與
し
て
い
た
か
、
い
か
な
る
理
想
、
信
仰

の
規
範
を
持

っ
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
…
…
そ
の
上
、
こ
の
問
題
は
作
・嬰

批
評
す
る
に
あ
た
っ
て
も
重
大
で
あ
り
、
も
し

そ
れ
を
解
決
し
な
け
れ
ば
、
文
學
史
は
言
わ
ず
も
が
な
、
十
分
な
批
評
は
不
可
能
で
あ
る
。
(
一
頁
)

こ
れ
か
ら
も
讃
み
と
れ
る
よ
う
に
、
著
者
の
最
初
の
問
題
關
心
は
、
短
篇
小
説
史
の
概
観
と
作
・叩
の
文
學
批
誕

あ

っ
た
よ
う
だ
。
だ

が
後
に
、
著
者
の
研
究
は
そ
の
爲
に
ど
う
し
て
も
避
け
る
'こ
と
の
で
き
な
い
作
品
の
成
立
年
代
考
謹
と
い
う
實
謹
的
問
題

へ
と
移

っ
て

し
く
・
こ
の
こ
と
は
・
最
初
の
論
文
か
ら
そ
の
後
の
い
く
つ
か
の
論
文

へ
の
流
れ
の
中
か
ら
も
窺
う
.Σ

が
で
き

る
。
　=ロわ
ば
そ
の
下

向
的
分
析
の
到
達
鮎
が
本
書
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
本
書
の
眼
目
は
、
短
篇
白
話
小
説
の
成
立
時
代
考
謹
の
爲
の
書
期
的
、
膣
系
的
な

方
法
と
、
そ
の
結
果
を
示
し
た
こ
と
に
あ
る
。

本
書
刊
行
の
後
、
著
者
は
ま
た

「
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a
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v
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d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s

一
九
八

一
)
を
出

版
し
て
い
る
。
本
書

の
出
版
よ
り
八
年
後
と
な
る
。
こ
の
著
書
は
、
本
書
の
成
果
を
更
に
進
め
、
作
品
分
析
を
基

と
し
な
が
ら
、
十
七

世
紀
ま
で
の
短
篇
小
説
史
全
膿
の
概
観
を
行

っ
て
い
る
。
こ
れ
で
こ
の
分
野
に
お
け
る
著
者
の
最
初
か
ら
の
問
題
關
心
は
、
ほ
ぼ
最
終

的
に
完
結
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
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私
が
本
稿
で
こ
の

「
T
h
e
 
c
h
i
n
e
s
e
 
V
e
r
n
a
c
u
l
a
r
 
S
t
o
r
y
]

の
方
を
取
り
上
げ
ず
、
今
か
ら
十
年
程
前
の
本
書
を
書
評
の
封
象
と

す
る
理
由
は
、
本
書
が

「
T
h
e
 
c
h
i
n
e
s
e
 
V
e
r
n
a
c
u
l
a
r
 
S
t
o
r
y

の
論

の
基
礎
に
な

っ
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
例
、兄
ば
最
近
で
も
、
胡
士
螢

「
話
本
小
説
概
論
」
(中
華
書
局
、

一
九
八
〇
)、
諺
正
壁

「
三
言
爾
拍
資
料
」
(上
海
古
籍

出
版
社
、

一
九
八
0
)、
小
川
陽

一
「
三
言
二
拍
本
事
資
料
集
成
」
(東
京
、
新
典
社
、

一
九
八

一
)
の
ご
と

く
、
短
篇
白
話
小
説
研
究
の
大
き

な
成
果
が
次
々
と
出
版
さ
れ
て
い
る
。
本
事
研
究
は
、
諺
正
壁
氏
、
小
川
陽

一
氏
の
著
書
に
よ
り
ほ
ぼ
蓋
き
た
と
思
え
る
程
で
あ
る
。

ま
た
、
胡
士
螢
氏
の
研
究
は
、
驚
く
ば
か
り
の
豊
富
な
資
料
を
集
め
、
そ
れ
ら
を
騙
使
し
て
歴
史
的
概
説
を
行

っ
て
い

る
。
し
か
し
・

総
じ
て
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
作
品
の
成
立
時
代
考
謹
に
於
て
、
必
ず
し
も
十
分
説
得
的
で
な
い
も
の
が
多
い
。
著
者
も
從
來

の
研
究

に
つ
い
て
、
「
問
題
が
あ
ま
り
に
複
雑
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
ら
の
解
決
の
方
法
が
あ
ま
り
に
軍
純
で
あ

っ
た
の
で
・
互
い
に
矛
盾

す

る

結
論
が
混
謝
し
て
い
て
も
さ
ほ
ど
驚
く
に
足
ら
な
い
。」
(
二
頁
)
と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
の
状
況
は
未
だ
に
攣
化
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
し
た
が

っ
て
、
本
書
の
、
特
に
そ
の
方
法
論
の
紹
介
が
、
わ
が
國
の

「
三
言
」
研
究
に
於
て
依
然
何
ら
か
の
意
義
を
持

っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
不
十
分
な
が
ら
本
書
の
内
容
を
紹
介
す
る
。
尚
、
本
書
の
特
色
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
そ
の
方
法
論
に

あ
る
と
思
わ
れ
た
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
論
謹
の
過
程
を
で
き
る
だ
け
忠
實
に
紹
介
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
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第

一
章

「
序
論
」

本
章
は
、
從
來

の
年
代
考
謹
を
批
判
し
、
著
者
の
新
た
な
論
考
を
進
め
る
爲
に
傳
本

・
書
誌
學
的
資
料
を
再
整
理
す
る
。
傳
本
は
、



『銭
塘
夢
』
、
洪
梗

の

『
六
十
家
小
説
』
、『
全
補
包
龍
圖
判
百
家
公
案
』、
『
金
瓶
梅
詞
話
』
、
『
熊
龍
峯
四
種
小
説
』
、

萬
暦
版

『小
説
傳

奇
』
、
『
燕
居
筆
記
』
(林
近
陽
本
、
何
大
論
本
、
余
公
仁
本
の
三
種
)、
『
國
色
天
香
』
、
『
萬
錦
情
林
』
、
『
繍
谷
春
容
』
、
『
古
今
小
説
』
、『
警
世

通
言
』
、
『
醒
世
恒
言
』
で
あ
り
、
書
誌
學
的
資
料
と
し
て
は
、
『
録
鬼
簿
』
、
『
晃
氏
寳
文
堂
書
目
』
を
畢
げ
る
。
そ

し
て
考
察
の
樹
象
と

す

る
短
篇
白
話
小
説
を

一
五
〇

(『
古
今
小
説
』
巻
三
六
の
入
話
を
猫
立
し
た
話
と
し
な
い
場
合
は

一
四
九
)
篇
と
し
て

一
覧
表

と
す

る
。
(尚
、
以
下
の
敲
述
の
便
の
爲
、
著
者
の
や
り
方
に
從
い

『
六
十
家
小
説
』
を

『
清
』
1
～
29
、
『
熊
龍
峯
四
種
小
説
』
を

『熊
』

A

.
B

.
C

.
D
、
『
古
今
小
説
』
を

訳
0
1
～
40
、
『警
世
通
言
』
を

■
網
、
『醒
世
恒
言
』
を

出
網
、
と
し
、
正
話
を
M
、
入
話
を

P

と
略
記
す
る
。)

第

二
章

「
成
立
時
代
考
証
の
基
準
と
し
て
の
文
体
」

本
章
は
、
文
腱
分
析
を
新
た
な
方
法
と
し
て
提
示
し
、
短
篇
白
話
小
説
の
各
作
品
に
、
時
代
の
違
い
に
よ
る
文
腱
の
差
異
が
存
在
す

る
こ
と
を
謹
明
す
る
。
著
者
の
文
膣
概
念
は
、

エ
リ
ッ
ク
、

エ
ソ
ク
ピ
ィ
ス
ト
に
よ

っ
て
い
る
。

文
腱
と
は
、
所
與
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
於
け
る
言
語
項
目
の
頻
度
に
關
係
し
、
し
た
が

っ
て
特
定

の
コ
ソ
テ
キ
ス
ト
に
よ

じっ
て
項

目
が
出
現
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
と
關
係
す
る
。

一
文
の
文
禮
を
判
断
す
る
爲

に
は
、

異
な
る
レ
ベ
ル
の

言
語
項
目

の
頻
度

を
、
標
準
的
で
あ
り
且
つ
そ
の

一
文
と
明
確
な

コ
ン
テ
キ
ス
ト
的
關
係
を
持

つ
他
の
テ
キ
ス
ト
或
は
作
品
集

の
中
の
樹
鷹
す
る
特

徴
と
比
較
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ

こ
で
著
者
は
、
會
話
、
散
文
詩
、
韻
文
詩
、
野
句
等
の
多
く
の
作
品
中
の
文
髄
よ
り
、
「
語
り
」
の
部
分
を
白
話
小
説
の
最
も

特

徴

・

的
な
部
分
と
し
て
、
以
下
文
禮
分
析
を
行
う
の
で
あ
る
。
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ま
ず
・
明
白
に
時
代
の
異
る
新
奮
二
つ
の
作
品
群
を
選
ぶ
。
そ
れ
は
、
『
六
十
家
小
説
』
(
一
五
五
0
年
頃
出
版
)

の
現
存
す
る
二
八
篇

の
作
品
を
奮
誰
と
し
・
内
容
か
ら
明
ら
か
に
嘉
靖
年
間

(
一
五
二
ニ
ー
六
六
)
以
後
に
成
立
し
た
九
篇
の
作
品
(閑
0

40

.
■
■

18

.
32
・

40

・
=
■
3

・
18

・
20

・
29

・
35
)
を
新
話
と
す
る
。
次
に
比
較
の
都
合
の
爲
に
、
文
膣
分
析
の
封
象
を
、
「
語
り
」

の
部
分
か
ら
他
の

部

分
へ
轄
換
す
る
前
後
の
言
語
に
絞
り
、
四
話
以
上
、
六
例
以
上
の
頻
度
を
有
す
る
語
彙
を
そ
れ
ぞ
れ
抽
出
す
る
。
薔
話

は

①

思

量

道
、
②
自
思

(道
)
、
③
乃
言

④
説
與
X

(道
)
⑤
唱
皓
道
、
⑥
正
所
謂

(
o
l
d
e
r
 
c
r
i
t
e
r
i
a

)
、
新
話
は
、
④
想
道
、
b
又
道
。
C
)

思
想

(道
)
、
④
乃
道

(
n
e
w
e
r
 
c
r
i
t
e
r
i
a

)
が
畢
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
更
に
検
討
を
加
え
る
と
、
こ
れ
ら

の
語
彙
は
、
互
い

に
他
の
作
品
群
に
は
ま

っ
た
く
使
用
例
が
な
く
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
群
中
に
お
け
る
同
様
の
語
彙
中
に
占
め
る
割
合
が
非
常
に
高

い
こ
と
が
判
明
す
る
・
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
語
彙
項
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
群
に
特
徴
的
な
文
盟
を
形
成
す
る
こ
と
に
な

る
。し

か
し
・
こ
れ
ら
二
つ
の
文
膣

の
差
異
が
作
品
の
成
立
時
代
の
差
に
起
因
す
る
と
判
断
す
る
に
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
の
で
、

著
者
は
更

に
補
足
謹
明
を
行
う
。
そ
れ
は
次
の
四
つ
で
あ
る
。

一
番
目
は
、
『
六
十
家
小
説
』
の
作
品
と
、
そ
れ
が
後
に

『
三
言
』
中
に

改
作
編
入
さ
れ
た
作
品
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
四

つ
の
o
l
d
e
r
 
c
r
i
t
e
r
i
a

が
消
え
、
新
た
に
三
つ
の
n
e
w
e
r
 
c
r
i
t
e
r
i
a

が
付
加
さ

れ
て
い
る
。

つ
ま
り
改
作
さ
れ
た
際
、
新
た
に
新
話
の
文
膿
的
特
徴
が
出
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
番
目
は
、
『
六
十
家
小
説
』
が
出

版
さ
れ
た
時
期
と
同
じ
頃
の
藏
書
目
録

『寳
文
堂
書
目
』
に
そ
の
存
在
が
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で

『三
言
』
中

に
現
存
す
る
と
考
、兄

ら
れ
て
い
た

一
九
篇
の
作
品
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
文
髄
分
析
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
五
篇

の
例
外
的
作
品
を
除
く

国
0
3

.
Ⅱ

.
15

.
24

・
33

・
36
P

・
36
M

・
38
、
■
肖
8

・
20

・
29

・
37

・
=
団
31

・
『
熊
』
A
の

一
四
篇
に

o
匡
興

6一
一け。
「一"
四
三
例
、

5
。
≦
。
『
〇
二
け。「
冨
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三
例
が
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
『
六
十
家
小
説
』
=の
作
品
と
、
『
賓
文
堂
書
目
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る

『
三
言
』
中
の
作
品
と
が
同
じ
文
膣

的
特
徴
を
有
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
尚
こ
め

一
四
篇
は
奮
話
に
匿
分
す
る
。
三
番
目
は

『
三
言
』
の
出
版

と
同
時
期
の
短
篇
小

説
集

『拍
案
驚
奇
』
の
第
+
呈

で
の
作
品
と
・
『
石
黙
頭
』
総

五
回
ま
で
の
作
品
姿

讐

析
す
る
と
・
合
計
n
e
w
e
r
 
c
r
i
t
e
r
i
a

二
九
例
、
o
l
d
e
r
 
c
r
i
t
e
r
i
a

一
例
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
『
拍
案
驚
奇
』
と

『
石
黙
頭
』
が
、
後
期
の
作
品
群
と
同
じ
文
膿
的
特
徴
を

有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
四
番
目
は
、
二
十
回
本

『
平
妖
傳
』
を
漏
夢
龍
が
増
補
し
た
四
十
回
本

『
平
妖
傳
』

の
第
十
五
回
ま
で
に

n
e
w
e
r
 
c
r
i
t
e
r
i
a

二
四
例
、
o
l
d
e
r
 
c
r
i
t
e
r
i
a

一
例
が
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
新
た
に
増
補
し
た
部
分
に
新
話

の
文
膣
的
特
徴
が
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

」

「こ
れ
ら
四
つ
の
補
足
謹
明
か
ら
、
著
者
は
o
l
d
e
r
 
c
r
i
t
e
r
i
a
,
n
e
w
e
r
 
c
r
i
t
e
r
i
a

に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
二
つ
の
文
髄
的
特
徴
は
、

作
.㎜
の
成
立
時
代
の
違
い
に
起
因
す
る
.」
と
、
異
る
時
代
の
創
作
者
の
護

の
攣
化
に
因
る
も

の
で
あ
る
と
す
る
。

つ
ま
り
、
こ
竜

の
c
r
i
t
e
r
i
a

が
作
品
の
成
立
時
代
の
考
謹
に
有
敷
で
あ
る
乏
結
論
す
る
。

第
三
章

「
後
期
小
説
の
考
証
」

本
章
は
、
前
章
で
確
立
し
た
時
代
考
謹
の
方
法
と
し
て
の
文
膿
分
析
を
利
用
し
て
、
短
篇
白
話
小
説
を
新
奮
二

つ
の
成
立
時
代
に
匿

分
す
る
。

前
章
で
新
曹
二
つ
の
作
品
群
の
文
髄
的
特
徴
と
し
て
n
e
w
e
r
 
c
r
i
t
e
r
i
a

六
個
、
o
l
d
e
r
 
c
r
i
t
e
r
i
a

四
個
を
抽

出
し
た
が
、
新
た
に

こ
の
二
つ
の
c
r
i
t
e
r
i
a

を
新
話
の
場
合
は
二
例
三
個
以
上
、
奮
話
の
場
合
は
三
例
以
上
有
す
る
こ
と
を
條
件
に
匠
分
す
る
。
こ
れ

は

い
わ
ば
第
二
次
匿
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
曹
話
は

■
く
7

・
14
・=
く
21
の
三
話
、
新
話
は
国
0
2

・
10
・
■
網
1

・
5

・
15

・
21
・
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中
國
文
學
論
集

第
十
二
號

31

・
35

・
=
団
4

・
6

・
7

・
8

・
Ⅱ

・
15

・
17

.
19
の

一
六
話
を
加
え
る
。

次
に
著
者
は
、
新
た
に
接
大
し
た
二
つ
の
作
品
群
の
中
の

「語
り
」
の
部
分
か
ら
、
ま
た
新
た
な
c
r
i
t
e
r
i
a

を
抽
出
す
る
。そ
れ
は

一
つ
の
作
品
群
だ
け
に
最
低
五
話
以
上
に
わ
た

っ
て
、
爾
方
に
ま
た
が
る
場
合
で
も
他
の
作
品
群
に
最
高

一
話
の
み
に
出
現
す
る
頻
度

を
有
す
る
こ
と
を
條
件
と
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
o
l
d
e
r
 
c
r
i
t
e
r
i
a

は

⑦
自
道

⑧
却
似
、
恰
似
、
好
似

⑨
月
日
如
稜

⑩
撚
指

⑪
磯
餐
潟
飲
、
夜
住
曉
行
、
⑫
遙
漣

⑬
時
遇

⑭
萬
事
皆
休
、
03
離
不
得

⑯
風
過
庭

⑰
田
地
の
一
〇
個
、
n
e
w
e
r
 
c
r
i
t
e
r
i
a

は

e
日後
人

(後
人
評
得
好
は
徐
く
)、
ω
暗
想

(道
)
、
⑧
想
着
、
㊨
不

一
時

ω
正
在
、
①
到

(了
)
晩
上
、
G◇
自
古
道

④
自
不
必
説

@
聞
話
休
題
、
②
也
是

④
軍
表

⑨

(這
)
椿
故
事
、
④
心
生

一
計
、
ω
里
中
の

一
四
個
で
あ
る
。こ
れ
は
第
二
次
分
析
と
い
え
る
。

著
者
は
、
こ
の
第
二
次
分
析

の
結
果
を
利
用
し
て
更
に
第
三
次
匠
分
を
行
う
。
そ
の
際
、
こ
の
新
た
に
増
え
た
b
e
w
e
r
,
o
l
d
e
r

の

c
r
i
t
e
r
i
a

を
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
と
も
三
例
以
上
、
も
し
も
う

一
方
の
用
例
が
混
在
し
て
い
て
も
四
倍
以
上
の
頻
度

の
優
位
を
有
す
る
こ

と
を
條
件
と
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と

新
話
は

国
0
1

・
5

・
6

・
8

・
12

・
13

・
17

・
18

・
21

・
22

・
27

.
28

.
31

.
■
肖
3

.
11
.

12

・
17

・
22

・
23

・
24

・
25

・
26

・
34

題

1

・
2

・
5

・
9

・
10

・
16

・
22

・
23

・
25

・
26

・
27

・
28

・
30

・
32

.
34

.
36

.
37

.

38

・
39
の
四
二
話
、
奮
話
は
国
0
29
・
13

・
16

・
19

・
28

・
36

・
39
H
Y

14

・
熊
D
・
「
張
千
湖
宿
女
眞
観
」
.
「
袈
秀
娘
夜
遊
西
湖
」
の

十

一
話
を
加
え
る
。

以
上
で
著
者
は
、
二
回
の
文
膣
分
析
と
三
回
の
匿
分
を
行
い
、
奮
話
五
七
篇
、
新
話
六
七
篇
に
分
け
た
。
こ
こ
で
も
こ
の
結
果
を
二

つ
の
方
法
で
再
検
謹
す
る
。
そ
れ
は
前
章
と
同
じ
く
、
第
二
次
分
析
で
得
ら
れ
た
n
e
w
e
r
,
o
l
d
e
r
の
c
r
i
t
e
r
i
a

の
一
つ
一
つ
に
つ
い

て

=

一四
篇
全
部
に
於
け
る
分
布
を
見
る
こ
と
と
、
ま
た
前
章
と
同
じ
く
四
つ
の
他
の
作
品
と
比
較
す
る
と
い
う
操
作
で
あ
る
。
こ
の
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再
検
謹
に
よ
り
、

一
二
四
篇
は
確
に
文
膣
的
に
新
善
二

つ
に
匿
分
で
き
る
老
す
る
。

さ
て
時
代
考
謹
の
確
實
な
方
法
と
し
て
文
盤
分
析
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
著
者
は
更
に
從
來
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
い
く

つ
か
の
重
要
な
問
題
の
解
決
を
可
能
と
す
る
。
そ
れ
は
ま
ず

『寳
文
堂
書
目
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
話
本
」

の
問
題
で
あ

る
。

『寳
文
堂
書
目
』
の
中
で
、
從
來
現
存
す
る
と
考
え
ら
れ
て
來
た
作
品
は
五
三
話
で
あ

っ
た
が
、
著
者
は
そ
れ

を
四
九
話
と
し
、
あ

と

は
根
擦
の
な
い
も
の
と
す
る
。
そ
れ
に
ょ
る
と

『
熊
』
B
・
囚
0
25

・
26
は
、
前
章
で
奮
話
に
分
類
す
る
最
低
條
件
を
漏
た
さ

な

か

っ
た
の
で
保
留
し
て
い
た
が
、
否
定
す
る
材
料
が
な
い
の
で
そ
の
ま
ま
奮
話
に
匿
分
し
、
「
三
夢
曾
記
」
は

国
団
25
で
は
な
く

〆
0
3

で
あ
り
、
新
し
く

「
紅
蓮
記
」
が

閑
0
29
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
に
封
し
、
「合
色
鮭
児
」
が

=
肖
16
、

「漏
玉
梅
記
」
が
■
図

12
、
「
玉
篇
女
爾
世
姻
縁
」
が

『
石
黙
頭
』
巻
九

「
玉
籍
女
再
世
玉
環
縁
」
、
「
邪
鳳
此
君
堂
遇
仙
傳
」
が

『
西
湖
二
集
』
巻
十
四
「
邪
君

瑞
五
載
幽
期
」
、
「
郭
翰
遇
仙
」
が

『燕
居
筆
記
』
巻
九

「郭
翰
遇
織
女
星
傳
」
で
あ
る
こ
と
を
全
て
否
定
す
る
。

こ
れ
ら
は
、
文
膣
的

に
見
て
、
成
立
時
代
と

一
致
し
な
い
、

つ
ま
り
奮
話
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

二
番
目
は
傳
本
の
問
題
で
あ
る
。
複
敷
の
傳
本
を
有
す
る
話
は
、
文
膿
分
析
に
よ
り
、
よ
り
白
話
的
で
よ
り
古

い
最
良
の
傳
本
を
判

断
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
以
下
結
論
は
省
略
す
る
。

三
番
目
は
、
後
人
の
改
作
に
つ
い
て
で
あ
る
。
新
奮
の
時
代
分
類
の
際
n
e
w
e
r
 
c
r
i
t
e
r
i
a
,
o
l
d
e
r
 
c
r
i
t
e
r
i
a

が

混
在
し
て
い
て
判

断
を
保
留
し
た
作
品
が
い
く

つ
か
あ

っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
作
品
こ
そ
後
人
の
改
作
が
加
わ

っ
た
結
果
と
考
え
る
こ
と
が
で

き

る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
混
在
の
分
布
を
見
る
こ
と
に
よ
り
改
作
さ
れ
た
部
分
ま
で
も
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、

117

 

書

評



中
國
文
學
論
集

第
十
二
號

H
Y

12
は
本
來
奮
話
で
あ
る
が
二
三
二
ー
二
三
四
頁

(文
學
古
籍
刊
行
社
本
に
よ
る
。
以
下
同
し
)
の
部
分
が
改
作
さ
れ
て
い
る

と
す

る
。
同
様
に
皆
本
來
曹
話
で
あ
る
が
、
H
Y
13
は
二
四
七
頁
、
H
Y
33
は
七
〇
二
頁
、
T
Y
30
は
四
六
七
頁
の
部
分
が
改
作
さ
れ
て
い
る

と
す
る
。
尚
第
三
次
分
類
で
奮
話
と
し
た

=
網
14
は
二
七
五
-
二
七
六
頁
、
H
Y
31
は
六
七
〇
ー
六
七
二
頁
の
部
分
が
改
作
さ
れ
て
お

り
、
新
話
と
し
た
T
Y

23

の
入
話
は
奮
い
も

の
で
あ
る
と
す
る
。

最
後
に
K
C
9

・
14

・
19

・
32

・
37

・
39

・
T
Y2

・
4

・
9

・
27

・
H
Y
24

・
40
の

一
一
一篇
を
新
話
と
し
て
、
T
Y
6

・
10

・
「
清
」

29
・
「杜
麗
娘
慕
色
還
魂
」
・
「
鄭
元
和
標
遇
李
亜
仙
記
」
の
五
篇
を
蕾
話
と
し
て

一
鷹
旺
分
し
、
こ
れ
で
新
話
七
九
篇
、
曹
話
六
九
篇

の
ほ
ぼ
全
部
を
著
者
は
匠
分
す
る
。
そ
し
て
新
話
を
後
期
小
説
と
改
稽
し
、
『
六
十
家
小
説
』
刊
行
以
後
の

一
五
五
〇
年
か
ら
『醒
世
恒

言
』
が
刊
行
さ
れ
た

一
六
二
七
年
ま
で
の
作
品
と
規
定
す
る
。

第
四
章

「
後
期
小
説
、
個
人
的
文
体
と
作
家
、
起
源
、
成
立
」

本
章
で
は
ま
ず
作
家
の
個
人
的
文
膣
の
特
徴
に
注
目
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
n
e
w
e
r
 
c
r
i
t
e
r
i
o
n
 
4

「
乃
道
」
と
④

「到
晩
上
」
は
、

・時
代
的
文
禮
の
特
徴
と
し
て
利
用
し
た
が
、
更
に
検
討
を
加
え
る
と
、
『醒
世
恒
言
』

の
そ
れ
も
限
ら
れ
た
作
品

に
し
か
出
現
し

て

い

な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
任
意
に

「却
又
想
道
」
「焦
様
」
「
暗
道
」
と
い
う
語
の
使
用
例
を
見
る
と

『
醒
世
恒
言
』

の
ほ
ぼ
同
し
範

薗

の
作
品
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
ウ
こ
の
五
つ
の
語
彙
を
共
有
し
て
い
る
H
Y
4

・
6

・
8

・
10

・
15

・
16

・
17

・
18

・
20

・
22
・25
・

26

・
27

・
28

・
29

・
30

・
34

・
35

・
36

・
37

・
38

・
鐙
の
二
一、一話
を
、
著
者
は
同

一
の
文
膣
、

つ
ま
り

一
人
の
作
者
に
よ
る
と
判
断
す

「

る
。

「

こ
の
作
者
を
X
と
す
る
と
、
彼
に
つ
い
て
ま
た
新
た
に
興
味
あ
る
事
實
を
筆
者
は
提
示
す
る
。
そ
れ
は

『
石
鮎
頭
』
の
作
品
と
文
膣
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を
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
作
品
の
大
部
分
が
こ
の
五

つ
の
語
彙
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
任
意
に
「総
然
」
「
適
來
」
「
按
下
」

と

い
う
語
彙
に
つ
い
て
み
て
も
X
の
作
品
と

『石
鮎
頭
』

の
作
品
が
多
数
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
外
に
も
X
と

『
石
鮎
頭
』

に

つ
い
て
多
く
の
關
係
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
ず

『
石
貼
頭
』

の
叙
文
は

「古
呉
龍
子
猫
」
、'
評
は

「墨
慾
主
人
」
が
記
し
た
こ
と

に

な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
名
は
共
に
漏
夢
龍
の
別
號
で
あ
る
こ
と
、
ま
た

『
石
黙
頭
』
の
獲
行
は

「
金
閻
葉
敬
池
」
で
あ
る
が
、
こ

れ

は
漏
夢
龍
の

『醒
世
恒
言
』
『
新
列
國
志
』

の
獲
行
所
で
も
あ
る
こ
と
、

内
容
的
に
も
X

の
作
品
と

『
石
鮎
頭
』

は
共
通
し
た
も

の

が
多
い
等
の
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
X
は
、
漏
夢
龍
と
親
し
い
人
物
で
あ

っ
た
は
ず

の

『
石
貼
頭
』
の
作
者
と

同

一
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
ゆ
著
者
は
そ
こ
で
、
『警
世
通
言
』
の
出
版

(
一
六
二
四
年
)
以
後
、
X

は
漏
夢
龍
の
小
説
編
集

に

参

加
し
、
二
二
話
の
作
品
を
創
作
し
て

一
六
二
七
年
の

『
醒
世
恒
言
』
の
出
版
に
大
き
く
寄
與
し
た
も
の
と
す
る
。

さ
て
次
に
残
る
後
期
の
作
品
の
う
ち
、
■
囑
18
が
為
夢
龍
の
創
作
で
あ
る
と
知
ら
れ
て
い
る
以
外
に
、
多
数
の
漏
夢
龍
の
創
作

作

品

が
あ
る
こ
と
を
著
者
は
考
謹
す
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
分
析
に
基
づ
く
。
ま
ず
、
田
汝
成
撰
の

『
西
湖
遊
覧
志
』
『
西
湖
遊
覧
志
餘
』

の
二
つ
に
本
事
を
持

つ
作
品
が

『
古
今
小
説
』
後
半
部
21

・
22

・
27

・
29

(改
作
)
・
30

(改
作
)
.
32
P

.
39
P
に
集
中
し
て
い
る
。

ま

た

『太
平
廣
記
』
に
本
事
を
持

つ
作
品
が
、
『古
今
小
説
』
の
前
半
部
5

・
6

・
8

・
9

・
13
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
た

『
古

今

小
う

説
』
2

・
10
は
、
共
に

『皇
明
諸
司
廉
明
奇
判
公
案
傳
』
を
本
事
と
し
て
い
る
。
次
に
文
膿
的
に
見
る
と
、
「語
り
」
の
初
め
の
部

分

に
お
け
る

「
則
今
日
」
「我
」
「看
官
」
と
い
う
語
彙
の
使
用
例
が
〆
0
2

・
6

・
8

・
9

・
10

・
12

・
13

・
14

・
18

.
21
に
共
通
す
る
。

こ
の
文
盟
は
、
『
平
妖
傳
』
の
漏
夢
龍
の
改
作
部
分
に
も
見
ら
れ
る
め
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
『
古
今
小
説
』
中

の
こ
れ
ら

一
連
の
後
期

小
説
は
・
本
事
、
文
膣
の
二
鮎
に
於
て
共
通
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
著
者
は
こ
れ
ら
の
作
品
が
同

一
の
作
者
漏
夢
龍

に
よ
る
も
の
で
あ
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る
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
本
事

.
文
燈
と
い
う
硯
貼
に
、
テ
ー
マ
と
い
う
黙
を
加
え
、
共
通
す
る
作
品
を
『
警
世
通
言
』
に
ま
で
範
園
を
廣
げ
て
検
討
を
績

け
る
。

共
通
し
た
文
禮
を
形
成
す
る
語
彙
と
し
て

「
假
如

(若
)
」
、
「
原
來
…
…
有
個
風
俗
」

(大
部
分
は
蘇
州
、
昆
山
)
、
「
暗
想
」

(
c
r
i
t
e
r
i
o
n

(
)
、
「
這
段
評
話
」
、
「
佳
話
」
、
「
後
人
論

(評
)
」
、
「
後
人
有
詩
嘆

(賛
)
Y
之
Z
」
、
「
後
人
有
詩
云
」
を
有
す
る
も

の
、
テ
ー
マ
か
ら
見
る
と
歴
史
上
有
名
人
物
を
扱

っ
た
も
の
か
中
下
級
官
吏
を
扱

っ
た
も

の
、
ま
た
本
事
を
忠
實

に
翻
案
し
て
い
る
こ

と
等
、

こ
れ
ら
の
基
準
を

一
つ
ま
た
は
そ
れ

以
上
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
目
安
と
し
て
次

の
作
品
を
最
終
的
に
漏
夢
龍
の
創
作
で
あ

る
と
著
者
は
結
論
す
る
。
そ
れ
は
確
實
な
も
の
と
し
て

國
0
1

・
2

・
5

・
6

・
8

・
9

・
10

・
12

・
13

・
14

・
17

・
18

・
21

・
22

・

27

.
31

・
32

・
39

・
■
■
3

・
4

・
18
の
二

一
篇
、
可
能
性
が
大
の
も
の
と
し
て

■
く
5

・
Ⅱ

・
12

・
15

・
17

・
22

・
23

・
25

・
26

・

31

・
32
の

一
一
篇
で
あ
る
め

後
期
の
作
品
の
大
部
分
が
X
と
漏
夢
龍
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
當
然
次
に
漏
夢
龍
の
編
纂
し
た
文
言
小
説
集
、
中
で
も

『情

史
類
略
』
と
の
關
係
が
問
題
と
な
る
。
『
情
史
類
略
』
中
に
は
、
『三
言
』
と
共
通
す
る
も
の
が
多
く
、
從
來

『
三
言
』

の
本
事
集
と
考

え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
野
す
る
著
者
の
結
論
は
、
『
三
言
』

の
後
期
小
説
は
大
部
分
漏
夢
龍
と
そ
の
仲
間
が
先
行
す
る
文

言
作
品
を
基
に
し
て
創
作
し
、
そ
の
後
こ
の
本
事
と
し
た
文
言
作
品
を
、
一
部
改
作
し
編
纂
し
た
も
の
が
四『
情
史
類
略
』
で
あ
る
と
す
る
。

そ

の
理
由
は
、

一
つ
に
、
『三
言
』
の
白
話
小
説
と
共
通
す
る
文
言
作
品
が

『情
史
類
略
』
に
約
三
十
七
篇
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
大
部
分

は
『情
史
類
略
』
に
先
行
す
る
本
事
の
文
言
作
品
か
ら
直
接
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
三
言
』

の
白
話
小
説
が
『情

史
類
略
』
の
文
言
作
品
に
先
行
し
て
い
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、、も
う

一
っ
は
、
そ
の
『
情
史
類
略
』
の
文
言
作
品
中
に
、
明
ら
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か
に

『
三
言
』

の
白
話
小
説
の
内
容
を
熟
知
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
編
纂
者
漏
夢
龍
自
身
の
い
く

つ
か
の
結
語
が
あ
る
こ
と
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
『
情
史
類
略
』
の
編
纂
自
膣
は
、
『
三
言
』
の
出
版
以
後
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
從

っ
て

『情
史
類
略
』
中
の

文
言
作
品
は

『三
言
』
に
先
行
し
て
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、
編
纂
出
版
自
膣
は

『三
言
』
よ
り
後
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
著
者
は
、
後
期
小
説
の
特
色
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
民
間
説
話
が
本
事
と
な

っ
て
い
る
明
確
な
謹
接
は
な
い
。
し

か
し
、
出
肖
38
が

『
雲
門
傳
』
と
い
う
説
唱
を
本
事
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
国
0
28
・
■
く
Ⅱ
も
そ
の
可
能
性
が
あ
る
。
公
案
小
説
を
本
事

と
し
て
い
る
も
の
は

囚
0
2

・
10

・
■
属
24

・
35

・
出
■
39
で
あ
る
。
「傳
奇
」
を
直
接
の
本
事
と
し
て
い
る
も
の
は
な
い
。
総
じ
て
後

期
小
説
の
大
部
分
は
本
事
が
文
言
小
説
で
あ
り
「
翻
案

の
方
法

の
特
色
と
し
て
は
、
形
式
的
リ
ア
リ
ズ
ム
、
プ

ロ
ッ
ト
の
複
雑
化
が
あ

る
。
漏
夢
龍
に
つ
い
て
は
、
以
前
の
短
篇
白
話
小
説
を
牧
集
し
た
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
創
作
を
多
敷
行
い
、
短
篇
小
説
と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
を
改
良
し
、
そ
の
位
置
を
高

め
よ
う
と
し
、
そ
の
影
響
は
、
『
石
鮎
頭
』

の
作
者
X
、
『
拍
案
驚
奇
』

の
作
者
凌
濠
初
等
の
小
説
作

家
だ
け
で
な
く
、
「
傳
奇
」
作
者
に
も
汲
ん
で
い
る
と
評
債
す
る
。

第
五
章

「
中
期
小
説
の
識
別
」

本
章
は
、
奮
話
に
匿
分
し
た
六
九
篇
を
更
に
中
期
と
初
期
に
匪
分
す
る
。
中
期
は
、
『
六
十
家
小
説
』
刊
行
以
前

で
明
朝
成
立

以

後

の
時
期
、
ほ
ぼ

一
四
〇
〇
年
か
ら

一
五
七
五
年
と
し
、
初
期
は
明
朝
以
前
と
す
る
。

中
期
の
作
品
と
し
て
は
、
地
名
、
官
制
の
用
語
例
か
ら
明
ら
か
に
明
代
の
成
立
と
判
断
で
き
る
先
行
作
品
群

一
二
篇

国
0
3

・
26

・

29

・
38

・
■
■
7

・

「清
」
9

・
14

・
17

・
18

・
「能
ど
A

・
D
、
「
杜
麗
娘
慕
色
還
魂
」
を
厘
分
す
る
。
初
期
の
作
品
と
し
て
は
、
元
代

平
話

『
武
王
伐
紺
平
話
』
、
『
七
國
春
秋
平
話
』
『秦
併
六
國
平
話
』
、
『
前
漢
書
平
話
』
、
『
三
國
志
平
話
』
、
『
五
代
史
平
話
』
、
『
大

宋

宣

書

評
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和
遺
事
』
、
『
醇
仁
貴
征
遼
事
略
』
、
『
大
唐
三
藏
取
経
詩
話
』
の
共
通
す
る
文
膿
が

「
但
見
」
、
「道
是
」
、
「道
」
だ
と
し
、
こ
れ
と
同
じ

文
農
を
有
す
る
作
品
五
話

〆
0
24

・
33

・
36

・
■
属

37

・
『清
』
15
を
匿
分
す
る
。
次
に
こ
れ
ら
の
中
期
初
期

の
作
品
群
の
特
徴
的
文

豊
を
形
成
す
る

6「
一一〇
「一帥
を
抽
出
す
る
。
中
期
の

o
「一8
「一僧
は
、
M
①

「乃
言
」
、
②

「答
道
」
、
③

「將
及
」
、
④

「光
陰
似
箭
」
、

⑤

「
正
値
」
、
⑥

「
…
…
牌
時
分
」
、
⑦

「
正
要
」
⑧

「
就
便
」
、
⑨

「有
分
教
」
、
⑩

「直
教
」
、
⑪

「
不
題
」
、
⑫

「
況
」
の

一
二
個
、

初
期
の
も
の
は
、
E
①

「
唱
皓
道
」
、
②

「肚
裡
道
」
、
③

「道
是
」
、
④

「
道
」
、
⑤

「
看
時
」
、
⑤

「但
見
」
、
⑦

「到
得
」
、
⑧
「
不
多

時
」
、
⑨

「前
後
」
、
⑩

「
頃
刻
」
、
⑪

「却
待
、
恰
待
」
、
⑫

「説
猶
未
了
」
、
⑬

「
田
地
」
、
⑭

「
一
似
」
、
⑮

「
打

一
看
時
」

の

一
五

個
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
の

6
二
冨
「
冨

を
三
例
以
上
、
互
い
に
混
在
し
て
い
て
も
最
低
四
倍
以
上

の
頻
度
を
有
す
る
こ
と
を
條
件

に
中
期
、
初
期
そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
匿
分
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
中
期
は
、
「清
」
4

・
12

・
20

・
「
斐
秀
娘
夜
遊
西
湖
」
の
四
話
、
初
期

ば
、
渓
0
15

・
■
尾
昏

・
8

・
14

・
19

・
20

・
30

・
36

・
39

・
=
属
12

・
14

・
21

・
31

・
「
清
」
2

・
3

・
貧
.・
13
の

一
七
話
を
加
え
る
。

最
後
に
、
中
期
、
初
期
の
そ
れ
ぞ
れ
の

o「
津
o
ユ
p

の
有
敷
性
を
検
謹
す
る
。
こ
れ
で
文
膣
的
に
中
期
小
説

一
六
篇
、
初
期
小
説
二
二

篇
を
匿
外
し
た
。
「
清
」
21
～
27
の
六
話
は
、
「
款
枕
集
」
と
し
て
ま
と
ま

っ
て
現
存
し
て
い
る
が
、
そ
海
だ
け
で
な
く
ご
れ
ら
の
作
品

は
全
て
有
名
な
歴
史
上
の
事
件
、
人
物
を
扱

っ
て
お
り
、
文
艦
も
文
言
的
で
あ
り
形
式
も
類
似
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
こ
れ
ら
の
作

品
は
、
同

一
の
作
者
、
そ
れ
も
編
纂
者
洪
鞭
と
同
時
代
の
人
物
に
よ
る
中
期
小
説
と
著
者
は
す
る
。
尚

閑
0
25
も
、
題
名

・
文
膣

・
形

式
の
い
つ
れ
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
と
類
似
し
、
『
寳
文
堂
書
目
』
に
も
共
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「款
枕
集
」
十
篇
中
の
失
な
わ
れ

た
三
篇
の

一
つ
で
あ
る
と
し
、
中
期
小
説
に
匿
分
す
る
。

三
章
で

=
嶋
13

・
33
は
、
後
の
改
作
の
加
わ

っ
て
い
る
作
品
と
し
た
が
、
初
期
の
交
饅
的
特
徴
を
有
し
て
い
る

の
で
初
期
に
匠
分
す
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る
。
■
■
28
も
改
作
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
來
は
初
期
の
小
説
と
し
て
匿
分
す
る
。
■
■
10

・
13

・
16

・
29

・
『
清
』
5

・
Ⅱ

.
「
張

干
湖
宿
女
眞
観
」
・
「
銭
塘
夢
」
は
初
期
に
、
『清
』
6

・
7

・
10

・
19

・
29

レ
「郷
元
和
標
遇
李
亜
仙
記
」
は
中
期

に
そ
れ
ぞ
れ

一
鷹
匿

分
す
る
。
訳
0
11

『
清
』

8

・
16

・
28
は
決
定
的
な
も
の
が
な
く
そ
の
ま
ま
留
保
す
る
。
以
上
で
著
者
は
ほ
ぼ
中
期
小
説
三

一
篇
と
初

期

小
説
三
四
篇
と
に
匿
分
し
た
。

こ
れ
以
外
に
著
者
の
興
味
あ
る
見
解
を
記
す
と
、

『
熊
龍
峯
四
種
小
説
』
は

『
六
十
家
小
説
』
の
抄
本
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
、

『
六
十
家
小
説
』

は
、
全
て

『賓
文
堂
書
目
』
と

一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

第
六
章

「
中
期
小
説
、
そ
の
作
者

・
起
源

・
類
型
」

中
期
小
説
の
作
者
を
特
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
い
く

つ
か
㊨
作
品
は
同

一
の
作
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
閑
0
36
と
38
、
「
清
」
21
か
ら
27
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

一
の
作
者
で
あ
る
。

・
小
説
の
起
源
と
し
て
は
戯
曲
、
説
唱
、
丈
言
小
説
の
三

つ
が
あ
る
と
す
る
。
戯
曲
か
ら
派
生
し
た
作
品
が
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
從

來
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
著
者
は
そ
の
謹
擦
と
し
て
次
の
こ
と
を
學
げ
る
O
そ
れ
は
例
え
ば

『
清
』
4

「合

同
文
字
記
」
を
元
雑
劇

「包
龍
圖
智
嫌
合
同
文
字
雑
劇
」
と
比
較
す
る
と
、
場
面
轄
換

・
鍼
述

・
地
理
的
誤
謬
等

の
黙
か
ら
概
ね
共
通

す

る
と
か
、
『
清
』
17

「
曹
伯
明
錯
勘
臓
記
」
の
よ
う
に
先
行
す
る
劇
曲
が
現
存
し
て
い
な
く
と
も
明
ら
か
に
四
場
面
よ
り
成

っ
て
い
る

等

の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
と
し
て
他
に
も
、
「
清
」
1

・
4

・
12

・
17

・
19

・
区
0
38
を
學
げ
る
。

ロ
唱
文
藝
と
し
て
の
説
唱
か
ら
派
生
し
た
作
品
と
し
て
は

「
清
」
7

・
14

・
「
熊
」
A

・
D

・
〆
0
26
・29
の
六
つ
の
作
品
を
學
げ
る
p

注

目
す
べ
き
こ
と
に
著
者
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
例
謹
と
し
て

閑
0
29
を
取
り
學
げ
、・
そ
の
獲
展
過
程
を
跡
づ
け
る
。
函
0
29
は
、
比

書

評
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較
的
後
期
に
位
置
す
る
の
で
、
そ
の
稜
展
の
形
跡
が
現
存
す
る
作
品

に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
ょ
る
と
、
閑
0
29
は
、
テ

キ

ス
ト
と
し
て
元
雑
劇

「
月
明
和
尚
度
柳
翠
」
、
「
清
」
1

・
13

・
■
閃
7

・
=
帰
12
に
現
存
す
る
話
か
ら
、
説
唱
を
媒
介
と
し
て
、
そ
の

プ

ロ
ッ
ト
や
細
部
を
借
用
し
、
接
大
獲
展
し
て
き
た
話
の
最
終
段
階
を
文
字
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

中
期
小
説
の
特
色
に
つ
い
て
、
著
者
は
そ
の
書
か
れ
た
場
所
を
杭
州
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
そ
れ
は
、
説
唱
に
よ
り
派
生
し
た
作
品

が
、
杭
州
に
場
面
設
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
内
容
的
特
色
と
し
て
は
、
富
有
な
商
人
、
絹
商
人
と
そ
の
螢
利
活
動
が
肯
定
的
に
描

爲
さ
れ
て
い
て
、
愛
情
關
係
に
よ
り
家
庭
生
活
が
崩
壌
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
す
る
も
の
が
多
い
と
す
る
。
ま
た
、
初
、
中
期
を
通
し

て
、
杭
州
を
舞
毫
と
す
る
小
説
の
特
色
と
し
て
は
、
凶
0
3

・
26

・
38

・
■
磯
20

・
=
網
33

・
14

・
17

・
18
の
よ
う

に
登
場
人
物
の

「
愚

行
と
結
果
」
を
描
く
も
の

(杭
州
リ
ア
リ
ズ
ム
小
説
)
と
、
訳
0
29

・
■
嶋
17

・
=
く
12

・
「
清
」
3

・
16
「銭
塘
湖
隠
濟
顛
鐸
師
語
録
」

の
よ
う
に
佛
教
と
い
う
黙
で
テ
ー
マ
が
共
通
す
る
宗
教
小
説
の
二
つ
が
あ
る
と
す
る
。

第
七
章

「
初
期
小
説
区
分
の
試
み
」

本
章
で
は
、
初
期
小
説
を
更
に
最
古
の
も
の

(宋
元
代
成
立
)
か
ら
時
代
順
に
A
B
C

の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
匠
分
す
る
。
ま
ず
著

者

は
、
目
安
と
す
る
先
行
グ
ル
ー
プ
を
抽
出
す
る
爲
に
次
の
六

つ
の
歴
史
的
基
準
を
設
け
る
。
そ
れ
は
、
五
章
に
於
い
て
設
け
た
初
期

小
説
の

o「
律
臼
㌶

を
七
例
以
上
有
し
て
い
る
こ
と
、
宋
代
に
時
間
設
定
し
て
い
る
場
合
、
本
文
中
に

「
宋
朝
」
で
あ
る
と
い
う
明
確

な
言
及
が
な
い
こ
と
、
南
宋
の
首
都
臨
安
府
に
樹
し
て

「
行
在
」
と
い
う
呼
構
が
あ
る
こ
と
、
宋
代
の
官
稽
、
.制

度
の
う
ち
初
期
小
説

の
み
に
限

っ
て
出
て
く
る
も
の
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
地
名
の
う
ち
宋
代
に
改
攣
さ
れ
た
二
つ
の
歴
史
的
に
連
績
し
た
名
稻
を
共
に
有

し
て
い
る
こ
と
、
宋
代
の
詩
人
の
詩
詞
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
を
複
敷
有
す
る
作
品
を
先
行
グ
ル
ー
プ
と
し
、
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そ

の
中

か

ら
、

文

法

的

.
交

膿

的

特

徴

を

分

析

す

る
。

著

者

に
よ

る

と

、

文

法

的

特

徴

と

し

て

は

句
末

助

詞

「
休

」

と
副

詞

「
些

個

」

の

二

つ
、

文

腱

的

特

徴

と

し

て

は

「
看

時

」

(E

⑤

)
、
「
匹
然

倒

地
」
、
「
離

不
得
」
c
r
i
t
e
r
i
o
n

⑮
)
、

「
這
」

(揺

入
詩

詞

の
直

前

に
あ

る
説

明
文

の
名

詞

を
修

飾

す

る
も

の
)
、
「
只

見
」
、
散

文
詩

(ω
2

且

⑦
o
⑦
)
を

五

個

以

上
有

し

て

い

る
、

「
正

+

動
詞

+
哩

(裡

)
」
、

「
正

焦

(的

)

+
動

詞
」
、
「
相

次
」

の
九

つ

で

あ

る

。

こ
れ

で

歴

史

的

、

文

法

的

、

文

腱

的

な

三

つ
の
基

準

を

設
定

し

た
著

者

は
、

再
度

初

期

小

説

全

燈

に
範

園

を

廣
げ

て

槍

謹

す

る

。

そ

の
う

ち

多

数

こ

の
基

準

に

合

致
す

る
も

の

を
最

も

古

い

時
期

成

立

し

た
作

品

グ

ル

ー
プ
A

と

す

る

。

そ

れ

は

、
K
C

15

・
24

・
33

・
36

T
Y

8

.
14

.
19

・
20

.
37

・
H
Y
14

・
31

・
「
清
」

2

・
8

・
15

の

一
四
篇

で

あ

る

。
残

り

の
小

説

の
う

ち
、

明

代

の
地

名

、

元

代

の

詩

詞

等

混

入

し

て

い
て

元

末

か

ら

明
初

の
成

立

と
も

考

え

ら
れ

る
も

の
を

グ

ル

ー
プ
C

と

す

る
。

そ

れ

は
、
T
Y

6

・
28

・
36

・
39

・

H
Y

12

・
13

・
21

・
33

・
『
清

』

3

・
13

・
「
銭

塘

夢
」
・
「
張

干
湖

宿

女

眞

観
」

の

一
二
篇

で
あ

る
。

グ

ル

ー
プ
A

に
近

い
が

決
定

的

で

な

い
中

間

的

な

も

の
を

グ

ル

ー
プ
B

と

す

る

ゆ

そ

れ

は

、
K
C

36

P

・
T
Y
10

・
13

・
16

・
29

・
30

・「
清
」

5

・
Ⅱ

の
八
篇

で
あ

る
。

次

に
著

者

は
、

こ
れ

ら

の
グ

ル
」
。フ

の
具

農

的

成

立
年

代

の
考

謹

を

行

う

。
A

グ

ル

ー
プ

の
う

ち
、
K
C

36

は
、

『
録

鬼

簿

』
巻

上

の

「
前

輩

已

死

名

公

才

人

」

の
陸

顯

之

の
作

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る
が

、

そ

う

で

あ

れ

ば

こ

の
作

品

は

=

二
一二
〇
年

前

後

の

成

立

と

な

る
。

ま

た
K
C

24

は

『
鬼

董

』

を
直

接

の
本

事

と

し

て

い

る
が

、

『
鬼

董

』

は

一
二

三

〇
年

頃

成

立

し

て

い

る

の
で

、
K
C

24

は

そ
れ

以

後

と

い
う

こ

と

に
な

る
。

国
団
31

の

「
沐
梁

城
」

(開

封

)

と

い
う

地
名

の
用

例

が

元
曲

と

共

通

し
て

い
る
。

こ
れ

ら

の
こ

と

か
ら

筆

者

は
、

最

古

の
グ

ル
ー
プ

A

の
作

品

の
成

立

を

13

世

紀

末

か

ら
14

世
紀

初

め

に

か
け

て

の
元

朝

の
時

代

と

合

致
す

る
も

の
で

あ

る

と

す

る

。

ま

た
、

グ

ル
ー
プ

C

は
、

14

世

紀

終

り

か

ら

15

世

紀

初

め

に

か
け

て

の

明
初

の
時

期

と

す

る

。
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第
八
章

「
初
期
小
説
、
そ
の
性
格
と
成
立
」

ま
ず
著
者
は
、
㌦『
都
城
紀
勝
』
『
酔
翁
談
録
』
に
よ
る

「
説
話
」
の
記
録
と
、
現
存
す
る
文
字
化
さ
れ
喪
初
期
小
説

と
の
關
係
を
探
る
。

『
都
城
紀
勝
』
と

『
酔
翁
談
録
』

の
記
述
を
総
合
す
る
と
、
「
説
話
」
に
は

「煙
粉
」
「
露
怪
」
「
傳
奇
」
「公
案
」
「
搏
刀
」
「
起
棒
」
「
襲

跡
攣
泰
」
「
鐵
騎
児
」
「
紳
仙
」
「妖
術
」
と
い
う
内
容
類
型
が
あ
る
。
『
酔
翁
談
録
』
に
記
さ
れ
た

「説
話
」
の
題
名
を
参
考
と
し
な
が

ら
初
期
小
説
を
こ
れ
ら
の
内
容
分
類
に
當
て
は
め
る
と
ほ
ぼ
半
数
の
作
品
が
ど
れ
か
に
合
致
す
る
反
面
、
半
分
は
ど
れ
に
も
當
て
は
ま

ら
な
い
内
容
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
合
致
す
る
も

の
と
、
残
り
の
作
品
と
を
比
較
す
る
と
、
合
致
す
る
作
品
は
、
設
定
が
北
宋
な
い
し

そ
れ
以
前
の
時
代
で
、
場
所
は
杭
州
以
外
の
都
市
で
あ
る
の
に
封
し
、
残
り
の
作
品
は
、
南
宋

.
杭
州
の
設
定
が
多

い
。
そ
こ
、で
著
者

は
、
『
都
城
紀
勝
』
『
酔
翁
談
録
』
に
記
録
さ
れ
た
北
宋
な
い
し
そ
れ
以
前
の
設
定
が
主
で
あ

っ
た
時
期
と
、
南
宋

.
杭
州
に
設
定
し
な

話
が
主
で
あ

っ
た
前
後
二
つ
の
時
期
が

「説
話
」
に
あ
り
、
そ
れ
ら
が
後
に
文
字
化
さ
れ
て
初
期
小
説
の
中
に
並
存

し
て
い
る
と
推
定

す

る
。

さ
て
こ
の
初
期
小
説
は
、
從
來
民
間
傳
承
を
基
に
し
た
素
朴
な
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ

っ
た
が
、
筆
者
は
初
期
小
説
中

に
文
言
小
説
を
本
事
と
す
る
作
品
が
あ
る
こ
と
を
検
討
す
る
。
文
言
小
説
を
本
事
と
す
る
作
品
は
二
種
に
分
か
つ
こ
と
が
で
き
る
。

一

つ
は
、
『
清
』
2

・
T
Y8

・
14

・
H
Y
14

・
K
C3

(留
保
付
き
)
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
本
事
の
文
言
小
説
と
プ

ロ
ッ
ト
が
非
常
に
近

似

し
て
い
る
が
、
人
名
地
名
等

一
致
し
な
い
黙
も
多
い
の
で
何
ら
か
の
媒
介
を
経
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う

一
つ
は

『清
』

11

.
K
C

24

・
T
Y29

・
T
Y
30
で
、
・
こ
れ
ら
は
本
事
の
文
言
小
説
と
細
部
ま
で

一
致
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
文
言
小
説
か
ら
直
接
翻

案

し

た

と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
前
者
は
、
例
え
ば

『
清
』
2
に
、
元
の
戯
文

「洪
和
爾
錯
下
書
」
と
い
う
同
内
容
と
思
わ
れ
る
作
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品
の
題
名
が
残

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
事
の
文
言
小
説
か
ら
、
戯
曲
、
説
唱
に
よ
る
獲
展
を
経
て
、
そ
の
後

白
話
小
説
と
し
て
文
字
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
封
し
、
後
者
の
作
品
の
存
在
に
つ
い
て
筆
者
は
全
く
新
し
い
見
解
を
提
示

す
る
。
現
存
す
る
最
も
古
い
白
話
の
作
品

「
武
王
伐
紺
平
話
」
等
平
話
五
種
、
「
大
唐
三
藏
取
経
詩
話
し
、
或
は

「
新
刊
全
相
成
齊
孝
経

直
解
」
等
が
刊
行
さ
れ
た
時
期
は
概
ね
14
世
紀
前
半
で
あ
り
、
こ
れ
は
前
章
で
最
古
の
初
期
小
説
が
成
立
し
た
と
推
定
し
た
時
期
と

二

致
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
の
時
期
は
、
白
話
文
學
を
享
受
す
る
讃
者
層
が
存
在
し
、
そ
の
獲
刊
が
螢
利
と
し
て
可
能
で
あ

っ
た
は

ず
な
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
少
数
で
は
あ
る
が
こ
の
時
期
の
讃
者
層
に
封
し
て
讃
み
物
と
し
て
書
か
れ
た
も
の

で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
種
の
初
期
白
話
小
説
を
通
し
て
、
本
事
の
文
言
小
説
と
し
て

『夷
堅
志
』
『鬼
董
』
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
こ
と
に

注
目
し
た
著
者
は
、
次
に
初
期
小
説
、
特
に
悪
魔
小
説
(
d
e
m
o
n
 
s
t
o
r
y

)
に
野
す
る
宋
代
民
間
説
話
の
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
。
悪

魔
小
説
と
し
て

『
清
』
3

・
8

・
『
熊
』
D

・
T
Y
14

・
19

・
28

・
30
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
全
部
共
通
し
た
構
造
を
有
し
て
い
る
。
そ

れ
は
動
物
な
い
し
死
人
が
化
け
た
若
い
女
の
妖
怪
、
未
婚
の
男
、
悪
魔
佛
い
の
三
つ
の
登
場
人
物
、
そ
し
て

「
出
會
い
」
「懸
愛
」
「危

瞼

の
暗
示
」
「悪
魔
沸
い
に
よ
る
解
決
」
と
い
う
四
場
面
に
よ

っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
な
構
造

の
話

は

「
奨
生
」
・(『
鬼
董
』
)
が
T
Y

14
の
、
「
呉
小
員
外
」
(『夷
堅
志
』
)
が
T
Y

30

の
本
事
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
外
に

も

「
南
陵
美
婦
人
」
「劉
子
昂
」
「顧
端
仁
」
「
京
師
異
婦
人
」
「
孫
知
縣
妻
」
(『夷
堅
志
』
)

「
周
浩
」
(『鬼
董
』
)
「
西
池
春
遊
」
(『青
項

高
議
別
集
』
)
等
の
よ
う
に
宋
代
文
言
小
説
中
に
頻
出
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
知
ら
れ
る
よ
う
に
『夷
堅
志
』
は
12
世
紀
前
半
に
洪
遙

に
よ

つ
て
集
め
ら
れ
た
民
間
説
話
集
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
悪
魔
小
説
の
プ

ロ
ッ
ト
は
民
間
説
話
に
起
源
し
、
南
宋
時
代
に
流
行
し
た
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も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で

『清
』
3

・
8

・
『熊
』
D

・
T
Y
28
の
よ
う
に
本
事
を
有
し
な
い
も
の
も
宋
代
の
民
間
説
話
が
そ
の
ま

ま
説
唱
と
し
て
護
展
し
、
文
字
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
悪
魔
小
説
は
、
全
膿
と
し
て
民
間
説
話
に

起
源
し
、
南
宋
時
代
に
流
行
し
獲
展
し
た
も
の
が
文
字
化
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
初
期
小
説
は
、
そ
の

プ

ロ
ッ
ト
が
宋
代
民
間
説
話
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
が
多

い
と
す
る
。

ま
た
、
初
期
小
説
に
お
い
て
、
詩
詞
、
常
套
句
、
テ
ー
マ
が
重
複
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
も
各
短
篇
小
説
間
だ
け
で
な
く
、
他
の

長
篇
小
説
、
蒋
に

『
水
溜
傳
』
と
も
重
複
す
る
も

の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
、
初
期
小
説
の
多
く
が
説

唱
に
起
因
す
る
こ
と

に
よ
る
と
著
者
は
指
摘
す
る
。

初
期
小
説
の
特
色
に
つ
い
て
、
著
者
は
主
に
次
の
こ
と
を
述
べ
る
。
詩
詞
を
連
ね
た
入
話
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
特
に
説
唱

を
起
源
と
す
る
小
説
に
限
ら
れ
、
引
用
の
誤
ち
が
多
い
の
で
説
話
人
が
作

っ
た
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
中
後
期
に
比
し
て
、
特
定
の
個

性
的
叙
述
が
な
く
、
叙
述
に
多
く
詩
詞
を
使

用
し
て
い
る
と
す
る
。
構
造
と
し
て
は
大
き
く
連
合
構
造
の
も
の
と
軍

一
構
造
の
も
の
に

分
か
れ
る
と
す
る
。
連
合
構
造
の
も

の
は
、
そ
の
題
目
が
多
く

『酔
翁
談
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
最
初
期
の
説
唱
を
起
源

と
し
て
お
り
、
内
容
は
「獲
跡
攣
態
」
「起
棒
」
「搏
刀
」
の
よ
う
な
英
雄
小
説
で
あ
る
乏
す
る
。
軍

一
構
造
の
も
の
の
特
色
と
し
て
は
、

特
に

「
公
案
」、
「
璽
怪
」
小
説
等
に
於
け
る
よ
う
に

「
徐
徐
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
」
(
r
e
v
e
k
a
t
i
o
n

)
と
い
う
プ

ロ
ッ
ト
が
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
、
登
場
人
物
に
封
す
る
倫
理
的
言
及
が
な
く
説
教
臭
が
薄
い
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
著
者
は
、
中
期
小

説
の
佛
教
倫
理
、
後
期
小
説

の
儒
教
倫
理
に
比
し
て
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と
い
う
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
。

以
上
が
杜
撰
な
が
ら
、
私
の
把
握
し
た
本
書

の
内
容

の
大
要
で
あ
る
。
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三

 

本
書
の
學
問
的
債
値
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
短
篇
白
話
小
説
の
成
立
時
代
考
謹
に
初
め
て
科
學
的
方
法
を
確
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。

文
膣
論
を
駆
使
し
て
、
分
析
と
匠
分
を
繰
り
返
し
、
最
後
に
も
う

一
度
検
謹
す
る
と
い
う
や
り
方
は
、
恰
も
激
學
の
謹
明
を
見
る
か
の

よ
う
な
塵
巻
で
あ
り
、
ど
の

一
頁
も
驚
き
な
し
に
は
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
從
來
の
書
目
類
や
交
章

の
風
格
、
内
容
を
基

準
と
し
て
成
立
時
代
を
考
謹
し
て
い
た
研
究
方
法
を

一
攣
さ
せ
、
批
評

へ
の
確
か
な

一
歩
を
開
い
た
も

の
で
あ
る
。

ま
た
内
容
的
に
も
、
短
篇
白
話
小
説
を
初
中
後
期
の
三
つ
に
匠
分
し
た
こ
と
、
最
古

の
作
品
群

の
成
立
時
代
を
宋
代
か
ら
元
代
に
引

き
上
げ
た
こ
と
、
中
初
期
を
通
し
て
戯
曲
、
説
唱
、
民
間
説
話
の
影
響
を
具
腱
的
に
明
ら
か
に
し
た
こ
と
、
後
期
小
説
中
に
漏
夢
龍
、

X

の
作
品
が
多
敷
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
等
ど
の

一
つ
を
と

っ
て
も
中
國
小
説
史
の
書
き
換
、兄
を
迫
る
重
要
な
指
摘
ば
か
り

で
あ
る
。
短
篇
白
話
小
説
を
時
代
厘
分
し
、
中
初
期
小
説
中
に
杭
州
起
源
の
作
品
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
も
文
學
の
み
に
と
ど

ま

ら
ず
社
會
史
の
研
究
に
お
い
て
も
重
要
な
貢
獄
を
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
本
書

の
成
立
時
代
考
謹
の
有
す
る
意
義
は
多
大
で

あ

る
と
評
債
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

本
來
で
あ
れ
ば
・
こ
こ
で
よ
り
詳
細
な
資
料
で
も

っ
て
本
書
の
問
題
鮎
を
指
摘
す
る
こ
と
が
著
者
に
樹
し
て
も
禮
義
で
あ
ろ
ケ
が
、

残
念
な
が
ら
力
及
ぼ
ず
、

一
、
二
細
か
な
問
題
黙
を
畢
げ
る
の
み
で
寛
恕
し
て
頂
き
た
い
。

そ
れ
は
本
書
が
、
研
究
の
性
格
上
多
量
の
敷
値
、
資
料
を
騙
使
し
て
い
る
の
で
若
干
の
誤
ち
を
免
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
例
、兄

ば
、
第
四
章
の
濡
夢
龍
創
作
の
作
品
が
多
敷
存
在
す
る
こ
と
を
謹
明
す
る
部
分
で
、
78
頁
の
表
の
K
C
18

の

「
看
官
」
、
K
C
21
の

「
則

書

評
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中
國
文
學
論
集

第
十
二
號

今
」
が
實
際
に
は
無
い
こ
と

83
頁
4
行
目
の
K
C
5
は
T
Y
5
で
あ
る
こ
と
、
艇
頁
28
行
目
の
27
は
29
行
目
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
85
頁
12
行
目
に
17
を
入
れ
る
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
、
こ
の
部
分
の
叙
述
の
説
得
性
を
損
じ
全
盤
的
に
少
し
く
不
満
を
感
じ
さ

せ
る
も

の
と
し
て
い
る
。

ま
た
資
料
虚
理
に
於

い
て
▼も
、

同
じ
く

『情
史
類
略
』
と
の
關
係
を
論
じ
た
部
分
で
、
91
頁
18
行
目
か
ら

『
情
史
類
略
』
巻
十
八

「
赫
鷹
群
」

の
結
語
が

『醒
世
恒
言
』
巻
五
の
要
約
と
な

っ
て
い
る
と
す
る
が
、
私
の
見
る
。と
こ
ろ
全
く
關
係

の
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
が
畢
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
誤
植
に
近

い
も

の
で
あ
る
と
言

っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
、
本
書
全
膣
に
封
す
る

愼
重
な
検
討
で
あ
る
。
本
書
を
通
し
て
窺
え
る
筆
者
の
研
究
は
全
く
漸
新
で
讃
む
者
を
驚
か
さ
ず
に
は
お
か
な
い
が
、
同
時
に
決
し
て

饒
舌
で
な
い
論
謹
は
實
に
科
學
的
實
謹
的
で
着
實
で
あ
る
。
特
に
文
腱
論
を
騙
使
す
る
研
究
方
法
は
中
國
小
説
研
究
も
巳
に
新
し
い
段

階
に
入

っ
て
い
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
私
は
本
書
が
、
こ
れ
か
ら
も
わ
が
國
の
中
國
小
説
研
究
に
多
大
の
示
唆
を

與
え
讃
け
る
で
あ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
る
。

尚
、
山
崎
康
子

「
バ
ト
リ

ッ
ク
ハ
ナ
ン
の

『
中
國
短
編
小
説

の
早
期
ー
そ
の
概
括
的
批
評
理
論
』
」、

『
中
國
文
學
報
』
二
六
珊

二

九
七
六

・
四
)
が
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

一
九

八
三

・
七
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